
作品の解説文

このワシ型ロボットキッチンは、色いろなゴミを食べたり、羽と頭の上にあるソーラー
パネルで太陽光発電をしながら、い動するためのエネルギーやひ料を作ることができま
す。また、そのひ料で、おなかの中にある畑で野さいを育てて、料理につかうことがで
きます。食べものがなくて、こまっている人がいると、ワシの目が光り、空をとんで、
おいしいごはんをとどけに行くことができます。ごはんは、ボタンをおすだけで、キッ
チンの天じょうについている、ロボットの手が自動てきに料理を作ってくれます。
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